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宇宙利用の現状認識

宇宙利用の３つの側面 「繋ぐ、観る、測る」

「繋ぐ(通信・放送）」

利用サービス産業として既に成立。国際競争力が課題。

「測る（衛星測位）」

準天頂衛星４機体制に向けた国のインフラ整備始動。

今後は利用拡大と海外展開に向けた取組みが課題。

「観る（リモートセンシング）」

情報収集衛星、気象衛星は継続。

商用利用は海外衛星に依存。

国内の衛星利用は実証に傾倒。実ビジネス化が課題。

Copyright 2013 FUJITSU LIMITED

宇宙政策委員会
宇宙産業部会資料

1



宇宙利用の方向性

宇宙技術は、国と人の安心安全、効率的な社会、産業力
強化を実現する有効なツール。

「繋ぐ、観る、測る」宇宙技術は、より高度な情報化社会を
実現する重要な要素。

宇宙技術の利活用拡大は、宇宙機器産業を活性化。
利用者・産業と宇宙機器産業が相互に市場を牽引する
「正のサイクル」へ。

宇宙技術の
利用者・産業
宇宙技術の
利用者・産業

宇宙機器産業宇宙機器産業

具体的な課題

課題解決技術
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宇宙利用の目指す姿
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復旧・復興対策
立案支援

収穫量予測

社会インフラ監視
＆ＢＣＰ支援

Satellite data

Geo spatial data

Weather  
data

Human logs

食・農業

流通・小売

金融

娯楽

森林

環境

交通・物流

水

資源・
エネルギー

防災・ｾｷｭﾘﾃｨ

シミュレー
ション

可視
化

データ
分析

社会を支える
アプリケーション群

ライフライン・
固定資産
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グローバルに使える「共通のものさし」で

宇宙利用の官民連携
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気象衛星

準天頂衛星

地球観測衛星

30分に1回
（次機は10分に1回）

常時

n日に1回
→1日に1‐2回に

国の役割

気象情報

時刻・位置

衛星画像

起きているかがわかる

民間の役割

「いつ」
「どこで」
「なにが」

原材料

製造

流通

リテール

デジタル国土を
基盤とした

各種ソリューション
の勃興

継
続
的
な
デ
ー
タ
提
供
を
国
が
保
証
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利用者の声
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産業分野 利用者の声 課題

食・農業 衛星で稲の生育や品質が分かって、施肥計画
などに活かせそうだが、毎日観ることができます
か？ 稲の状況は日々変わるからね。
「良くて１カ月に１回、雲で観られるかどうかも分
からない」確実性が無いと実務に使うのは難し
いね。

画像代が高い上に、収穫時期に解析結果を観
られても施肥等の工夫にはもう手遅れ。もっと
早く観られないとね。現状では、費用負担してい
る生産者に費用対効果の説明が難しくてね。も
う続けられないよ。

• 観測頻度
• 入手の確実性
• 入手までの時間

環境・森林資産
活用

ハイパースペクトル画像を使って樹種識別（ス
ギ・ヒノキ）ができる技術が開発された。J-VER
制度や林業に活かせるのだけれど、現状では
観測にヘリコプターをチャーターしないとならな
いな。

• 継続性
• 入手の容易性
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利用者の声
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産業分野 利用者の声 課題

ライフライン計画 携帯電話の基地局設置計画のために、標高や
建物を含めた三次元地図が必要。土地利用や
建物は変化するから、その都度、正確な三次元
地図が欲しい。
安価に入手できれば是非使いたい。

• 継続性
• 反復性
• 観測頻度

ライフライン復旧・
復興

被災地域でのライフラインの復旧・復興のために
は、日々変化する被災状況と復旧経過を観つづ
けることが重要。

• 継続性
• 観測頻度
• 入手までの時間

固定資産管理 自治体の固定資産管理では家屋移動判別がポ
イント。現状は、画像の自動判読と目視判読を併
用し、人手による現地確認を実施。現地調査は
負担が大きく、自動判読の精度向上に対する
ニーズはある。太陽高度等の撮影条件が均一な
衛星画像を継続的に利用できるようになれば、
判読精度向上、省力化が期待される。

• 継続性
• 反復性
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「使えるリモセン衛星」の条件

継続性
データ提供の「継続性」を保証してほしい。

観測頻度
最低１日１回、できれば複数回観測（データ取得）したい。

即応性
欲しいデータを「すぐ」手に入れたい。
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「使えるリモセン衛星」の条件

高度５００km

±３０度の視野で地表面を観測

任意地点を１日１回観測するためには、最低６機の衛星が必要
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光学衛星１機による１日の観測

0

1

2

3

0 5 10 15 20 25

経度

１衛星

0

1

2

3

0 5 10 15 20 25

経度

４衛星

0

1

2

3

0 5 10 15 20 25

経度

６衛星

0

1

2

3

0 5 10 15 20 25

経度

８衛星

観測できない経
度が６割以上

観測できない経度
が存在

赤道上この領域で
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宇宙政策への期待

「繋ぐ、観る、測る」、

「いつ」、「どこで」、「なにが」を

確実かつ継続的に利用できる環境の実現に期待。

1) データ提供の継続性

2) 実用に耐える観測頻度と即応性（８衛星以上を希望）

3) 上記２点を国が保証することに強い期待
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ご清聴ありがとうございました。
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